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新年をむかえて

所長西村 純

あけましておtI tBJ~ うございます.

今年はMUSES-Aの打ち上げの年. .fl(々の思い

を込めた lili 1.1.は IH の末. I大l之浦か句 )J に [11J けて

飛び立って行きます。いま、ニの析をがきながら，

1転用が n と地球のInJ をfUI肢も iH\i: L , 1持'\世した f，f，

iili星が II のまわりをうまく周囲して u ~，の j':商科

学の分野にまた新しい時代が聞けて行くことを思

うと，心的IfZぶってくるのを感じます.

IIj一年. ‘ I' 成疋年は年明けとともに rあけぼの」

の打ち上げに bJU}J. NASA 可 ESA. インターコス

モス. [SAS の 4 機関で計阿した削除太陽地球|昔 l

物理 1'7 共同尖!験の第一号機として，オーロラの成

l刈や地球周辺のプラズ?について数々 の成*をも

たらしてきました。去には氷年にわたって熱唱し

てきた Mの大引化が宇宙開発委員会，ついで国会

の委員会で認められ. 21 世紀に luI けて人:きく展望

が聞けることになリました。多くの }j の々ご支 it:

の賜物です。この機会を '10 かして，今後大きくわ

が国の字'山科"f:の分別を発展させること.それが

我々 のっとめだと与えていますロ

X~ 科学 i:ll ), 1. r ぎんが』は引税いて銀河の'I'心

部や. 'I'性ー 0， 1.. ブランクホー/レ，ガンマ線パ

ス I· 等の研究に ili 仰をあ iけ，共同研究に来所した

外固め人も 100 人を越えました。そして，観測ロケ

y トに司大気球に唱それぞれの広礎研究にいくつ

かの成巣ととむに思いでの深い年でもあり.あっ

という IMJ に過ぎよって行きました。

こ hからの新しい研究，数々の衛星の準備，観

測ロケ， I や大気球的自|問、そして M-V と月，惑

土止の引 l山にい， I内外からの大きな期待が寄せられて

います。

新しい年をむかえ.新たな恕をねり，また大き

く飛躍する年であリたいと思っています。
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〈研究紹介〉

ミリ波からサブミリ波へ

国立天文台(野辺山)稲谷順司

Wavelength(μm)

図 1 オリオン Kしのスペクトル

(D.M.Watson;GalacticandExtraga-

lacticInfraredSpectroscopy, p.195)
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45m 鋭やミリ波干渉計の成果をさらに大きく発展

させるような電波天文学の次期 l将来計画をどうす

るかが，最近の談論の中，L，、テ ?となっている。

その基本的なモチー 7は，一つは観測波長械のサ

ブミリ波領域への拡大であり，もう一つはミリ波

干渉計の大幅な拡充である。サブミリ波とは，普

通，波長が 1 mm から o .lmm の電磁波を指すが，この

波長 Jまでは地球大気の吸収が大きし J也 tからの

鋭iWI が難しい。また，検出器技術の 1(1iでも泣 llJiと

赤外の谷間にあって凶継が多い。そのために.サ

7 ミリ波は現代天文学の数少ない未開拓領域のー

っとなっていた。しかし.近年の技術進歩により，

この領域でも新しい天文学が|制かれつつある。

サブミリ波で宇宙を見るとー休 Mが見えるのか。

米長 nの波長城てれあるだけに従来の他の波長城の1iIi.

礼III からは必定できない全く新しい天体現象が見え

てくる可能性もあるわけで.新しい波長城に千を

仰ばそうとする~1;4， fl'" な動機もここにtHざしてい

る。とは言え. とりあえず雌笑なのは， m.HJJ ダス

Iｷ (宇宙臨)の Iii. 出する i坐絞彼と，原了分子の多

数の料 l スペクトノレである Will) 。

10'

野辺山宇宙電波観測所が， 45m~ 波説法鋭と 10

m鋭 5 悲のミリ波干渉計をもっ全国共同利用施設

として， 1982 年に問所して以来すでに 8 年になろ

うとしている。この間， 45m 鋭は，世界最大のミ

リ波望遠鏡として.従来の中小望遠鏡では不可能

であった新しいミリ波観測の世界を切り聞いてき

た。その結果.，数々の新しい塁間分子町発見 .111

生成プロセスの解明と原始惑星系星主主の発見，述

続波. f，同波・分子による銀河中心核の活動性の解

明.系外銀河における爆発的な民生成活動の観測，

等々を始めとして琵;質ともに膨大な成果が生み出

された。

また. ミリ波干渉討による両分解能屯波写真の

実現は， 45m 銃の活協にやや遅れたものの，最新

の起伝導 SIS 受信機を搭載して以来.数秒角の画

像分解能を誇る分子観測が進んでおり，原始惑星

系星芸や系外銀河中心音 II の構造が解明され山して

いる。 CO 分子による分解能 l秒角の電波等兵の尖

現も|日 J j丘に迫っている。

こうした中て"電波天文関係者の!日 l て'は luiι

電波天文学の今後の発展方向についての議論が臨

んになってきた。すて 1こ笑行の運びとなっている

スペース VLBI( 超長基線干渉計)計画は，直後 10

聞の従波望 i卓鋭を述地点 2 万km ， iii:地~.i， 1 千 km の

軌道に打ち卜げ.これと地ヒの QI 波望遠鋭併を結

び付けて 1 万分の l 秒角の分解能の電波写点を

尖現しようといつもので，活動銀河やクェーサー

(i\l' 8) の中心骸に迫る新しい観測が期]1，\されて

いる。他方，太陽屯波の分野て"は，太陽 7 レアの

振舞いを分解能数秒角で高速隙彬できる'也波へリ

オグラ 7の建設が現尖の課題となっている。これ

は， 1991 年に打ち J げられる X 線7 ルア観測術!i~

SOLAR-A と共同観測を行い、太陽フレアのメカ

ニズムを解明することを目指している。

しかし、これら 2 つのプロジェクトの観測波長

はいずれもセンチ波帯である。これらとは別に.
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赤外領域てゆはもっと高温の惑星間ダストが観測

されるのに対して，サプミリ波て。は低浪の(例え

1%30K程度の)皇 IHI ダストが見える。すでに. 19

83 年に打ち上げられた赤外天文衛昼 lRAS は赤外

肢の 4 波長(長い}j"は 100 ミクロンまで)で星 lUI ダ

ストの大規桜なサーベイ観測を行ったが司サプミ

リ波によるダスト観測は， lRAS が比たものより

さらに低点のダストを調べ， ir 生成のより初期!の

段階を解明することができる。

他h. サプミリ披の分光観測 l て・は， どんな分子

が比えるだろうか。ミリ波では綾数の霊元素を含

んだ iii:い分イの回転遷移が王に観測されてきたが.

サブミリ波ではこれらの分干の高いレベノレのIll I転

進移が比えてくる。これを励起するためには，向

温でお温度の条件が必要であり，星生成に:F.る濃

い分子書室内コア部分を調べるのに適している。ま

た，サプミリ波刊には，重元素 l 倒の水素化作物

なと'粍ぃ分干の~移が現われてくる。なかでも大

文'"j:( I(J に丞裂なのは 11 ， 0 分 f である。この分子は，

現在約 70 判官 1 を数えるJr .I: 日分子の中て" CO ぅj[ に

次いで ~M な分干と与えられているが，その定量

的な観測はまだほとんと'行われていない。波長1. 3

em に有名な H20 ;Iーザーが観i11 11 されるものの.こ

の観測かりは 11 ， 0 分了の現イ l 訟を求めることがで

きないからである。サプミリ i& 帯の泣移(1&長 538

ミクロハ 269 ミクロンなど)の観測に

よってこれが初めて可能になる。

'j': 'ri"j論的分野でもサブミリ波領域の

観測 lは主要である。 1Ri¥S が見たよう

な明る L 、N外銀河が手:甫， 11曲 (J(J な速い距

離にも多数有"'I tすれば，ドップラ一安 iJ 米

のために，これらはサプミリ波領域て'

観測されるだろう。これから宇宙初期

の銀 jllJ の進化をさぐることができる。

また.寸"山背 iit 幅射については，すで

に f，l' i屋大学とパ -7 レイの共同1U! ill ll

によって， 2,7K.'，1，'，14>;;;日射からの大きな

ずれがサブミリ波領践で測定されてい

る。今後の詳細!なサプミリ波観1111Jによ

ってその宇宙，諭上の意味が解明される

にi主いない。

さて，われわれはどのようにしてサブミリ波天

文学を始めていくことができるだろうか。現在す

でにハワイの7ウナケア山政には大口径のサプミ

リ波望遠鏡 (JCMT15m ， CSO lO m) があリ，い

くつかの大気の:容を過して，サプミリ波の中で波

長の長い領域の観測l を行い成果を上げている。 f也

}j", 10年以上先の将来計画としては， LDR(20m,

米国)やFIRST (8m. ESA) のような遠大なサ

プミリ波スペース・テレスコープの話がある。地

上とスペースの|別には，航空機と気球による様々

な望遠鏡プロジェクトがあり，最近では，南極の

山肌にサプミリ波望遠鋭をつくろうとし寸徒系も

山されている。われわれも，将来のサブミリ波天

文学の舞台はスペースだと巧えているが，現平 Eの

問題はどのようにしてそれにアプロ一千するか，

である。サプミリ波観測 lには大きな技術的課題が

2 つある。一つはサプミリ波望遠鏡を搭載する飛

刻体の問題であリ，もう一つは向感度めサプミリ

波検出慌の開発である。われわれは.当面，気球

に搭峨した小型"のサブミリ波望遠鏡(口径 1 m ク

ラス)プロジェクトをスタートさせることにより，

そうした伎術課題を実践的に解決していきたいと

巧えている。

この計画のユニークな Iii は.ヘテロダイン方式

図245m 鏡のミリ波 SIS 受信機

。
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のサプミリ波受信機を撚載したはじめての気球哨

i立鋭だということであり.これにより，地上や航

空機内 l!tて'は観測不可能な 11 ， 0分子を高い刷波数

分解能て'量JUI!II しようと巧えている。ヘテロダイ/

受信機は、 ミリ波天文"f:の発展とともに.急 i主に

向感度化(f.氏雑音化)がilliんできたが. とくに.

Aliiム樽エレクトロニタスを応用した i品jlIのミリ波

SIS 受信機の!品l立は、もはや!以理HI(pj: 限界に泣い

ものとなっている。 SIS とは句この'立 113機のキー

デパイスて

ことてでeあ}リ仇)λ' 超!伝云i導持引1体本 絶t紘ま体.起 fi.王、導件体;の三層

t村緋'，Y1品V九bi造主に H山1来している.野辺山宇宙IlL波観illlll叶に H

いても.安定で高性能のSIS接合を開発 L ，それ

を川いてミリ波受信機を製作してきたが.これら

はすて'に45m電波望i卓鋭とミリ波干渉61 に搭載さ

れており.尖際の観測に r(献している(図2l.。わ

れわれは.この技術をさらにサプミリ波官!被にま

で11i:'Jl< してがf しい超低雑音のサブミリ波'豆伝機を

つくる研究を進めている。当 l自iのI'l~は波長 600

ミクロノまて'の受信機をつくることであるが，将

米的には波長 300 ミクロンの'主fB{機も十分可能で

あると与えている。

サブミリ地主tJ:j( ~ll主鋭 Ij:，将4、のスベ スへの

Jt，(.fJjの諜組であるとはいえ，すでに様々の鰍しい

問題が合まれておリ。今まて1也 1111 にしがみついて

11:C)，をしてきた屯波大文.:，1'・者にとっては勝 Tーの逃

うことが多 L、。キい.宇宙科学研究所には気球や

スへースのも l自主経験が掠賊されているわけであ

I) , I~j述研究者諸氏のご指導をお願、、する次第で

ある。(いなたに じゅんじ)

お知らせ m…班………………
宇宙放射線シンポジウム

n 時平成 2 年 1 )J1811ω-19 日ω 場所ヰ山科学研究所木航 2 r:告会議場

問合せ先 't'l山刊学研究所研究協力諜共 I ，;J 利用係 0427(51)3911 (内 2234 ， 2235)

*ロケット・衛星関係の作業スケジュー Jレ( 2 月・ 3 月)

2 月 3 月

1 5 10 15 却 25 5 10 15 20 25 30
‘~ い」

ASTRO-O SOLAR-A
PfI， '1 総合ぷ耕 SXT !i i 品.正監

(JSAS) I1SASI

5-520-11
フライトオベレーンヨノ

(KSCI

MT-135-50 フライトオベレーy ヨノ

(K5C)

DYANA ロケット フライトオベレーンヨノ

<

IK5C)

5-520 ・ 12

7ライトオベレーンヨン

(ノルウ~ アンドヤ)
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d主そ *20mアンテナ完成

ぶ万ア三守、 (-表紙カット~撮影。前山勝貝II.
剛凶ASII

任言嗣l 杉山吉昭)
"与と五五ノ !血児 };.'j'j-:Hi·;辛tHl観川所にこのはど

凶作20メートルの l~i '， i 追跡JTJのハラポラ・アンテ

ナが完成した。これは，すて'に 30年jft くも治総し

てきた直径18メートルのアンテナの後 IT:としてill

立されたものである。 Hili の大型アンテナの場介

は.極めて微~j'，j主 f丙りを J，'~阿の 111'れから j!t似して

叉 iけすることが主な II 的であることから~fL地に iEt

i£iされた。しかし。今 l凶のアンテナは l~i誌を山来

るだけ広い悦界て'追跡するのが主 U (I'J て'あること

から，観測所の"，のh土同点である.いわゆる気事t

fiJ世(I::!I口'j350 メートル)に抑え付け句れた。その

ためド地にくらべて強い胤を受けなければ主らむ

いので， )也 If~ を合的た 1英明による 1，，\恥 l実験をふま

えた耐強 J瓜桃 ii!i とむっている。

アンテナは S バンド (2G Ilz)の送 !J と交折、お

よび X パ/ド (HGII けの受 i討のためのカセグレノ

万式で. tL: i止I;l.I. λ射鋭て'ビームに絞りこんて 'fム送

することによって良質のj)jj If.が可能である。

Ji fま戸 1 と上 F角は 7丘動駅長 ilJ ;き i t. 帆」甚千¥Il l山に

沿った是正 )IJ をするほか. '， Ui 止の到;f U) 1"1 に向!I i!J(l';

に J廿 IiI] する機能 L 只えている。

なお， lEI 比山の iM 民j[ くには.このアンテナの

ための悦市 t告が a泣けられており.随時交 f口 i且尼rt:

能を縦必することが Hi* る。

fIJI 上 Iι は) J スイノグパイその i也のミァ y ヨンを

搭・|長したfl. ILJSES-A のill 跡、ということになる.

1989 年 7n.illJ1 の注|ーて T内之浦 l丘幣の f; 胤 11

りに比陣われ.秒 J生60 ノー I， Iレを越える ';~(J! 臥に i主

いながら L ，端 .il·: な姿でみごとに耐えてくれたこ

とはまことに他公て'あった これからむ内之 illl の

シンボルのーっとして長〈愛されることであろう。

(林 』正直)

*5-520-12 アンドーヤへ

'I' 成 Jじ年 12H 7n ，事I'''''; 泌を凶ドイ Y船籍ホン

コ J エクスプレス57 ， 540 トンカヘ111 H~ したロこの'I日

にはアンドーヤで11 ち上げる 5-520-12号機ロケ y

トモータと点火薬が依み込まれている。その時私

は，j)jj産省の許可が下リない時，船が神戸港をけ1

4在するまでは店、は限れませんヨ/とはってニコリ

と笑った日本Jill搬祉の小池氏の似を思い山す。普

通愉，~Hの許可は共産閤でなくとも， 2ip を要する

とヨーんそれを半年でやろうと行うのだから無即A

な品目。j)jjjl);省の窓口は 11 易局・安全{洲町包l!R~ ・

式協愉 III'0:.flP.班である。ロケ y 卜は， ミサイル|期

連機材 Il! J係の輸出に関する凋~}. fit に言うミサイ

ルJ~ll i-の中治から始まる この調， l? の孫子正が大変

て1171 物によって dFftt するセクンヨンが巡う。一つ

一つ'品作を交けていては)a Jに合わ主い。最小限の

万世Iiで ~!t: TIT していただけるようお願いする。啓宵 l

の分 Ui は!I f究協力諜半川課長補佐が.分類した卦

耳l と資料を持って何度かj)jj，主貨に I止を if.;' 。同じ

?:=Ui をアンドーヤに送リ.輸入証明.!:'の発行を待

つ.それに並行して船でロケ y トを輸送するため

の手続に人る。これは辺輸省内 li t-可である。五五輸

省は外立'I，団体に1:1 4>' i陣 ιJ'; 検定協会を nっていて，

-f· めここで検Il -JtJ' 行わJlる。 if~ 上貨物i!正送調作会

危険物 1.lil"l iii; 会側 JJ Ij物質等検討分科会である。火

薬Ui に凶際待サが与えられる。その後逆輸省海上

伎1M ，; 令局検作 illill 主謀においてヒヤリングを受け

る。j)jj産省む巡輪省む大変灯 .Q~ Ii ~J に・ I> を進めてく

れたが，通内省の待合本で 2 時Itllf~ 待たされてい

る時.能 j問先 'I'.; が「本当に大変な'-ISをしているよ

うな気がする」とポツリと Ii' われた')\が本古てーあ

る。その後もj)jj政省から新たな古賀 lの申請を申し

つけりれた。それは i主務取 Ij I ，i干 uJ r~;il'l~ て'ある。

取引概要説明 J? と提供技術説明書て'ある。これら

は外|五|にお L、てどれだけの 'I';. を説明して来ますと

パう巾必で.これ以上は"見 l引いたしませんと d う

~:約占的なものである。

給付許可が下りたのは 12)J 41:1で.税関千統が

5 円に出」えない場合 7 1:1の出港は見送りとなる所

であった。その他まだたくさんの問題山はあった

がとてむこの短い文章の中では表現山~ない。ま

た日自胴部とム:J主総材は千絞め故終段際であるが.

この千続の;r;.Ui申請に対して積極的に協力して下

さった H 産I'i到~4i高崎氏，亦岩氏.税関手続から

側8，までは H 本油断の':;';-"f氏，その他たくさんの

人述の協 )J がなければおそらく!日iに作わなかった

だろうと ι目、う。とにかく船はノルウェ に向けて

旅だった。今可1 どのあたリにいるのやら， I 月 22

H アンドーヤに到着する千定である。(林紀-'f.)
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*第 2 次実験。噛合せ。を終了

この冬1， 2 月に打上げ干定のロケ" I のうち，

5-520-11号機と 5 -310-20 号機の「噛介せ試験」

が成羽目体試験棟で行われた。

いずれの号機も機器の一部に不具合を生じ守関

係者をハラハラさせることもあったが，組立ー屯

気的曲~J作雌ZZ，電波干捗- j辰'fO!目 i釘幣試験主と­

i主的哨合せ試験を終 f した。

5-520-11号機は，ヰ}且の進化・銀河形成の研究

を目的として銀河系外的亦外線の観測を行い号同

H与に工学尖験として引球部の汗JJ!JI収実験を予定

している。

5-310-20号機は，起l向古白'j~層当の大気の王成分て

置駿堂詰素主分子の高皮分布を枯l皮主よ〈測定しし' あ 1わつせて

夜|問旬の大気光の観{州州則l を行うことを日的としている。

J打l 上けげ0は M のない i深来夜てで 打上げ作業は ιi 而(，JI制

民のみで行われる「所内1J 止 IfJ の 6 機目となる。

(平山砕司)

*M-3511-5 組立オベ終了

平成元年 11 H23 日より凶Hi; された M-3511-5号

機の粧I立オペは.同 12月 12 1:1 無事終了した。 M~'1

ロケ y 卜では. これまてd同一機極てず〉最大HJ一一機

数は 4 機であり、 5 号機の打上げはこれが初めて

となる。これまで 4 機の打よげを経験したことも

あって作業は鰍めて順調にill:み，全段を主ILl一げて

12)-112 1:1の lt>£:終チェックを終了，その後ダミーの

!'Ii£.と;f; 3 段モータを取外して新年早々からの7

ライ|オベを判っている。

4<号機で打|げられる第130科竿 i:i~i ), 'MU5ES

-A は。 'j"'di科学研究所の判Jの工ザ実験衛主!として.

月スウィングパイ合寄付/~;li:m探1it土 Wiの修得.洗

練を U(ドJ としー 1990年代小 jg]に予定される月 /fd

J， t探去に備えるものである。

衛星は 1 月 2 日に内之浦に搬入され，機体に組

イ l けられて 16J23 日の n 卜げを ~-"i つ。 11 上l時刻は20

時48分，法I也 /:1、 ¥J40 )j kmの長桁円軌道上でね機の

fム 3 月 9 日早朝i に H と第 1 lui 日の会令を栄たす

予定である。 1J 上時:tIlは延期とともに生しづっ総

上るが、名門においては凶定されておりウインド

ーは;生けられていない。

〈よお，革11立オペ]gIIMI'I' の 12 rJ 7R には.生114立中

であった20m アンテナの峻T式が_ )也7じからも多

数の参列を得て fA り行われた。これに伴いみl命を

終えた l自 m ア/テナの処遇が話題となっている。

ノトらく実験場のンノボノレでもあ勺た I"J アンテナが，

lifr を f:}て{抗弁されることを願っている。

また， t民 1; ，ldJ‘らの降灰は多かったものの好天に

lU まれ.休円には十'i.W'I の実験川野球大会も IJfJfH:さ

れた。

*MU5E5-A報道公開

ヰド)止 JUFJ2)]20 1:1相 IlkJJj( キセンハスで， MU5E

S-A の枇終報道公聞が行われた。1-!\.l'i lj の説明でス

ウイ/クパイの機怖について，説明を重 ねる似 ai~

が脈かしくなってしまうところもあって.今 f後査の

反省 4>はI以l'自:t て

*新聞社論説委員との懇談会

さる 12 月 1 日， tll.l'II の新聞社，論説委 μ との:It\談

会が， 1511寺よリ竹紙会館において，丙In対外協力

主i土の日 l会により IJllln:された。丙村所長の行、 iYの

後， I映 (11'1 rM-3SII-4 号機/オーロラ観測術品， rあ

けぼの JJ を上映し，トピ y 7 として以下の朝 i店が

れわれた。( ) I人Hi 体台者。

① EX05-D rあけぼの J (飢 IJI)

② ASTRO-C r さんが J (担Wi')

③赤外線観測 (if:!IJI)

④ スペースVLBl (Jj、深)

⑤ MU5E5-A (Jょ杉)

'1'1 民主・休憩の後世!談会に移リ_ 20時i正1閉会した。

なお‘科学諭説委只奇からは 161" '-J 筒叫 fl則は 15

名で，引 31名の山 j市だった。(的川泰正 o
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暗示 SFU
宇宙科学研究所清水幸夫

行つ J凡用設備で，数々の来合実験を積み込んで S

FU-l というフライトミツンヨンになる。今 1111 の 5

ドU-1に関しては，この汎刷設備(本体コアンステ

ム)と複数の実験機器が同時進行で|品 l発が行われ

ているために話が少々複雑になっている。本体コ

アンステムは.アルミ介金製め包絡 T!.T 径 4.6 m の

変形八角形の主附体、ペイロードユニ y トと呼ば

れる実験機器が収まるモジュラー化された桁，同

wで最大3.2kW の電力を発，I'.可能な折り1:::み白 .(1

の太陽 'ltL i也ノマド/レ. itti也 辿{μ機器・姿勢制御機

総・ヱ計算機などコアの中枢を百 l る機器が収め

られたモジューノレ化されたパスユニット等から梢

成される。 SFU-I の諸冗専は現イI:;までのところ次

のもLになっている。軌道高度は 300- 500km，運用

!Ullin3 ヵ月作 l立， jJ 上H寺 :m 世品 ~)4. 0 トン、 」元防'~池

バドノレを広げた時の i位大J'i t*~J27m て“ある。 SFU

-I のメイン・イベン卜は何と言ってもンャ I， Iレに

拠る 1111 収であろう。運用軌道から ll e1 目同期 l軌 ill.

y ャト jレjJ 上げ. シャトノレ会合点(コムノトロール

ポ y クス)へ l向けての降下開始ーそしてシャトん

への捕獲ー固定に烹る回収フ・ロセスと伺 i泣は級官

に日|匝!i }'L てられ，その成功が正に S ト U-I の第一目

的となっている。この回収については改めてこの

シリー丈で解説の機会を設けたい。

次に SFU-I の尖験機器について触れよう。 SF

U-I では cj 術科学研究所から亦外線望 i卓鋭，三次

Jじ!正|井J.商';:IT.圧ソ ラ アレイ、電気推進，プラ

ズ7計測ー凝固 結品成長.宇宙生物学の 7 実験，

そして 74 山 14~1 発生 j'; 業凶の J EMl iJI\.<t;部音 1\ 分モデノレ在~，

i岨問産業省実験として方式の ~f4 った電気炉による

3 極~!i の材料尖験，合計 lit 重対 1の実験が行われる

予定である。一機関 300kg 強の'if..ffi:が制り当てら

れ，合計約 l トンのペイロードが一皮のjJ上げて。

実験できる。ンリーズ SFU では次 lui から宇宙研の

尖験を中心に赤外線望遠鏡から;..- I) ーズを進めて

行〈。実験の合 1ft] 合 ]HJ には前述の回収プロセスの

解説などを挟むことで理解を深めていただくよう

計画している。

SFU-I では未だ組み立て，チェ y ク，保 t寸ドなど

を行う場所も縦保されていない状況ではあるが司

1990 年代の蒜明けにこのシリーズが始まる 4v て

いよいよ 90 年代における宇宙汎刷設備となるよう

開発者一同，一層の努力をするつもりて"ある。

(しみず ゆきお)

ISAS ニュ スで 5 ト U (スペース 7 ライヤー

・ユニ y トの略)を紹介したのは今から約 2 年半

前の五f.. ;.n 76 号が初めてて ωあった。その当11'\'， SI" り

という IOnl出は寸・出研の中においてさえ SF (サイ

エーノスブィクション)やUFO (正体的よくいl らな

いもの)と同義話てaあったらしし、。今ではかなり

のよ4知・用解を符ている僚に忠われるが， II寺たま

珍聞を受けるのはまだまだ我々の古伝の足り〈ょい

ところであろう。

そんな訳でもないであろうカ~今月号からSFU

がISAS ニュースのンリーズに取り上げられる司王

になった。ンリ ズSFU を始めるにあたりまず7

スコン l キャラクターを約介せねばなるまい。 5

F'U のマスコ y トは阪本斗城作「タンク タン 7 ロ

」で， II出干119 年 9 月から i昭和 11 "，， 12月まで rilJ
年iH 来日 [)J に i車載され. IW~j 車社より出版された。

タノク・タ/クローの休には B つめ窓が|井 i し、てい

て，機々なハードウェアが店 lii を IH す。そんなとこ

ろが SFU の設引忠氾!と相|通ずるところであリ，ほ

のぼのとした非凶気も子伝って SFU の|制発を子

掛けてきた光当方の目に』まるとニろとなった。

半いにも講談社間 IJ の静[I釘窓も布リ、 SFU 紹介の

パン 7 レ y ト等への使用にも快諾していただきー

以米 SFU の7スコット的な存拘と主っている。ま

た， I井He 初J~J のあだ名百円として現杭の SFU の他に

「オミコシ J (3 省庁でかつぐからか)という候補

名があった:ドもこの坊を借りて留めておきたし」

ともあれ今りより SFU の y リーズが続くおにな

るが初 1111 はその概要を述べる。 SFU は IIi!. 利62 年度

より文部省(二 j 商科学研究所)、科学技術庁(宇宙

開発会 F業比 I) ‘辿商産業省が共同開発を進めている

もので，その第一回フライトとなる SFU-I は平成

5 年度冬期に l ト II 引ロケットで jJ ちー l げられ数々

の宇宙尖験後 NASA スペースンャ|ノレで回収され

る。回収された SFU は再利用のため山検され次の

ミ y ションに ilh される予定である。 SFU が今まで

の liti 月I と比べ極的て異なった性絡を可、すのは.第

一にこの繰り返し再飛行が可能な山と，第二にー

肢の飛行に数多くの尖験が可能な多目的設備であ

るとい 7 有である。そのため従米の衛星の様に特

定のミ 1:/ ヨンのために鋭意放迎 fじするという設

計は十 j わない代りに，手術実験に不慣れな利用者

にも千特に利用できる汎用 '1'1 と柔軟住 i を持ち介わ

せる設計になっている。

門業をかえて説明するむら、 SFU はす街尖験を
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.主義 L§ if.._
USA あちらこちら

宇宙科学研究所安部隆士

東奔西走の原稿依頼が (I' ，}川さんから来たのは，

午前 1 時.こちらは，寝入りばなを起こされて不

機嫌な声で. HELLO .l電話からは，的川さんの

疋気いっぱいの声(むこうは昼ですから)。来るも

のが来たかとその後は絞っかれない夜が続いたと

いった具合ですが円本来の筆不精もあって.やっ

といま帰りの機中で筆を取ったというていたらく

です。笑は.私は 3 月から 11 月まで， JPLに滞

在する機会を与えられたのですが，その日1:: 1'1:記を

書けとのご命令です。いま削りの機"I' です。この

ま(J 9 ヵ月間は，予想外に様々なことがあリ何をこ

こて千干し、たらよいか迷っていますが.東奔西走と

いったことですから，あちこち走り回ったこと，

そして感じたことを舎二うと思います。

まず.成聞からL.A まて'のLong drive ならぬ

longfIight 。一人で出かけることはあっても，家

族4人そろっては初めて，すったもんだして LA に

ついたら，入国審貨の時の hilJ で，前にいたイン

ド人のおばあさんを見て下の fが「魔法使いのお

ばあさんだ」といって枕き出すやらで ， r づれの

悲惨さを味わったものです。家彼しやら ~Uli の噌

備が出来， JPL て'の生活が始まりました。切では

聞いていましたが，なるほど人の数が多い。これ

だけ人数が多いと仕事をどう分けるのか他人事な

がら心配になるほどですれ)， f上半の Ji は Yen とい

うおばさんと組んで進めることになっていました

ので，進め方を検討した村 1米，エアロプレーキ術

尽(これは，大気に突入して，軌 J草を修.il'しよう

という衛 !Tc) の安勢を解析する人が必繋というこ

とになりました.ということで. Yen 自体は， 3

自由皮肉みの軌道解析， ~1)からのアドバイザー

としての私t~勢解析に Tay lor というグループで

仕事を始めることになリました0 ・の部分は.

後で考えると ~Lの勝千な誤解だったようで，結局

Taylol の fie 'J与がはかどらず，私カヘ Yenの持つ軌

道コードを改良して，姿勢運動を合めた 61礼甘1皮

のコードを 11 らされる羽目に陥リました。さすが

の Yen おばさんもこの f'l については ~l い出しに

くかったようですが. Taylorについては.これだ

かりアメリカ人は.嫌になると弁解しておりまし

た。どうもこんなことは， しょっちゅうといった

ような具介でした。そんなわけで.私むアドパイ

ザーなどと多寡をくくっておれなくなり.かなり

ハードに仕事をする羽目になりました。その前か

らも，何凶もミーテイングをした~'fJJに仕事が進ま

ないのに呆れていましたので，波りに船でしたが.

Ven は.会tのylLがって食事を聖子ってくれた I) ， I百l

じセクションの辿中からは rおまえは， 6 自由!立

のコードを作ったんだって. Yen から聞いたぞJ

と，さもすごいことをしたかのようにいわれ.気

i札、ずかしい思いをしたものです。当初の目燃は，

このコ ドにより，達成できることになり.ひと

安心といったところでした。

さて， Jpしでは.今年は， BacktothePlanet

といった糠読め Je. 尖際に 5 月はじめの Magellan

の打ち上げ， 8HVoyagerのEncounter. 10川町

Galileoの打ち卜げといったところで.約 10年のブ

ラン 7 を一挙に回復した年でした。 8 HVoyager

EnCOUl1lCr の l時に、宇宙研から所長をはじめ大勢

の h が々みえました。持さんそれぞれお忙しいよ

うでしたが.店、は司久し-"りに H};!. する先 gh の

創iがえらく付 iかしかったのを思い出します。 J ドL

て'の熱狂ーぶりは.皆さんご存知の j画りですが.市

民レベルでも相当なものて 1 ハサディナIi iの公会

主には.数二 f 人的Ii i民が集まり、大テレビ幽而に

比入っていました。

滞在中， LangleyResearchCenter を訪問する

機会を件ました。ここは.大気突入に WI する気体

}j ザeの本拠地と n ったところで.店、の持っている

Ji- n コードと彼らのものとを比較検討するという

のが目的でした。ここは， JPL に比べるとコント

ラクタ の数が多し研究の尖体は、コントラク

ターが判っていることを桶感しました。ただ.コ

ントラクターの立士品は，相当に脆弱なものらしく，

ASAPeople の顔色を fn] っているといった非 l川

気まであり，古。外な面を凡ました。いずれにしろ

この訪問は，店、にとって望外の収機があリ，有意

義であったと品川、ます。

今 lui の i·m 在て'1 ;1:， -rot が発病 L ，家族が途中で

対III するというハプニングがあったものの本当に

望外の収殺があったと思いながら.対リの機 'I' に

います。段後に，この長期滞イt:では，事務の関係

者や.その他様々な }Jのお世話になりました。心

よりお礼申し上げます。(あべ・たかし)
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~、出誉宙 外国とのおつきあい

字'Iii科学研究所の研究成果が高まるにつれて，

外国の宇宙科学研究被関とのおつきあいもふえて

きました。同際共同研究そのものは，個々の研究

者どうし又は研究グループのあいだてe行われるも

のですが，外国との共同研究を円滑にすすめるた

めには研究機関の問でも日頃からのおつきあいが

必要になっています。お付き合いはいろいろな苦手

合い(組織)で行われており，二つの機関を含む

ものと絞数の機関を含むものとがあリます。組織

にはきわめて一般的な名前がつけられている場合

が多し名前(とくに略称)を見ただけでは何の

ことか分からない例もすくなくありません。主な

ものをご紺介します。

+ESA/Japanmeeting 字出分野における円

本と欧州宇宙機関 (ESA:European SpaceA-

gency) の定期 l協議て R'ESA 行政官会合とよば

れています。旬年 1 illl , 日本とヨ一口 y パで交互

に Bflili:されます。宇宙科学についてはこれと別に

ESA/ISASSciencePlanning Meeting をは

はρ毎年 1 [1111 制限しています。

+IACC(Inter-AgencyConsulatativeCroup

forSpaceScience) 日(宇宙糾学研究所) ，米

(NASA) , I'X(ESA)，およびソ連東欧(INTER

COSMOS) の宇宙科ザ研究機関，または字'山開発

機関の1 宙科学部1"1がメンバ になっている協議

組織です。 1981年に発足し，ハレー笠星探査計 Illlj

における凶際協力の場として有効にはたらきまし

た。 1986年からは太陽地球系科学が中心的な謀題

になり，磁気凶鋭11111衛星 (CEOTAIL) などこの

分野の術以計 l山iの調桜やデータ交流システムにつ

いて相談が行われています。また，惑g千ド7\VLBI

電波天文学，および高エネルギ 大文学のミ y シ

ョン計画についても情報を交換しています。日本

代表はす出科学研'先所長です。毎年 1 回， 4 機関

が交代で主Hi:します。 1991年には宇宙科学研究所

が当番です。

+lFSUSS(InternationalForumontheSciｭ

entificUseoftheSpaceStation) 宇宙必 J也

(SpaceStation Freedom) を手 11m した科学研究

における国際協力を協議するための組織で，日けー

宙科学研究所} ，米 (NASA) ，欧 (ESA) ，および

カナダ (CSA) の宇宙機関のそれぞれに設けられ

ている宇宙基地科学利用に関する諮問委貝会が速

機して作ったものです。宇宙恭地計画の尖施にあ

たっては実行機関が公式の国際調繋機構を持つこ

とになるでしょうが，それとは別に.科ザ者どう

しが向由に意見をかわし，共同プロジェクトを企

画して行こうというのがこの 7 庁ーラムの題旨で

す.宇宙科学研究所からは宇宙利用委只会の幹必

である西町鰐弘と山下雅道が steering committee

のメンバーに入っています。毎年 l 回行われ， 89

年10 月には宇宙科学研究所で開催されました.

+SAFISY(SpaceAgencyForumonInter-

nationalSpaceYear) ISY活動 1 ;1 1992 年を凶

際宇宙年とし，地球観測衛星を利用した凶際協力

のもとで地球観測活動を推進して，宇宙開発利用

のPR を行おうとするものです。 SAFISY (国際 of

I何年下 Hi 機関会議)は， ISY 活動を慌り上げるた

め弁宇宙機関 lの協調体制，具体的協力活動につい

て検討するために設けられました。各国の 7・凶機

関(日本の場合は科学技術庁)が iμ f'持ち回りで

IJfH Ii:することになっています。 1990 年には日本で

開IIじされます。

+SSLC(StandingSeniorLiasonCroup)

宇宙分野における日米 1 1:1 1の協力について.宇宙開

発委員会と NASA が定期的に意見の交換をおこな

うもので r寸リ山分野における日米常設幹部述絡会

議J と呼ばれます。 1979 年に始められました.ま

た 1986 年からは SSLC のもとに 1 ・'di 協力抗動計画

会合 (Cooperative SpaceActivitiesPlanning

Croup) がおかれ，日米両国の字'Iii科学応用分野

の計阿・構 f11 に関する情報交換等を行っています。

どちらも， j昨年 1 回日米が交互に主催することに

なっています。

円本がビンボ というのは昔のこと，今ではii!i

HI しない世の中になりましたが司少ない人数で沢

山の~ .~ ~ョンをこなしている宇宙科'''!-:研究所に

とっては.お付き合いもなかなか大変です。

字m
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思いつくまま

中一いむのでfJ.が i ・ Hi研へ来て阿半世紀近くになりま

した o .fL.が研究所へやってきた 1966年頃の京大附j r.l: の

字Hi航雫研究所はまだ発足して日も浅く.J'l'学関係だ

けで数えると mか 4 剖)lUJ という小さなものでした。当

然，教n ・ 1当c~ ・f.£，舎の I更別なく T主に知リイトい.一郎

にハイキノグに 11\かけたり忘咋会を胤大にやったりと

いう家版的な雰同気でした.ところが今はほかの研究

本の若い人たちのOJi ~名削もなかなか覚えられなく fよ

ってきています.これは fJ.の牧Til:えが悪〈なったせい

むありま 4 が，組織が大きくなったのと句私たちが以

前にくらべて大そフ忙しくなったためだと思います。

しかしそれでも Il:がっていくす市科学的全分別を卜分

に分判しきれないでいるというのは、宇宙千 l "tー もよそ

っ発展してきたものどということです。

さて店、は，原子分 f 物理学句 とりわけ衝突の開請を

勉強してきました。初期的宇宙科学的花形が電離財研

究であったので.そこでの観測結果を..JI.I~Jするのに原

子分 f 過f"'Eのことを知っている片がいる方がよいとい

うのでひき入れられたものです.もちろんI.i;( T 分チj品

位は 111雌府だけでなく多くの天体物坦1 学的f1.lJ組でも市

裂な L のですが，ヰ宙研の研究世J 象が~離1Mかり般公

凶，卓 JltH lI ~1日lへと砂リ.天文の方む X剖l観測がJ 力

となるに l止んで. I.血ザ二分了の知泌がさほど需要視され

ない時期がしばらく統、、たように思います.いま M町

大型化に伴って惑l，l.大気探査が検討されるようになり，

また亦外線グループカg育って低エネルギ一天体物別'γ

が研究されるようになって， I'I ぴ Jj;t -(分チ町知識が必

要になろうとしています。また~.馴体の大気1'1突入で

は 1軒幣;庄の役割lが盛事j ですが そのjfi~波向精造は大

公分千円振動緩和を正しく考l直しなければ定赴的には

論じられませんから.ここでも分 F衝突の知識が必要

になります。このような時期に ill官していくのは残念

なことです.しかし近年所内外的仕事に迫われて別心

の研究を思うようにできない状態が続いていましたか

ら(もちろんこれは正常な状態とは震えません). ;且白

後ニそ勉強のときと思っています。

右、は大きなプロジェタトには参加していませんので.

どうして忙しいかはそのときどきで理由が沿います.

所内の委只会で忙しかったこともあリますが，この11;\

M をi!}いていた 12月中旬は所外的仕事に追われていま

した。 *7 ジ 7~fJ·[王|の科学技術データの収集 評価

高柳和夫

利用状況を調貸するコデ タ (CO I)ATA) のタス 77

1しーフ会Aが今存 3 Jlに京都で聞かれるのに II ない実

行委IHc として中·f曲に当っているニとと. 円本学術会

議円~; 4 部で実施し た国際対応アノケー I· ;JIJ去の凶芥

とリまとめ小委民会のiU:~ii f.立てeあることがj な ι ので

す。迅'1"\までにやりかけの研究を完成させ.また長'I.

ため込んだ丈~~:: 資料を tr:.f!I~ しよフという f十'"はさっ

ぱリはかどりません.

実験. I則。I. または思晶，汁師でif} られた科傾向学術

的データは.多〈何人に利川されることによってその

価机が川iまリますが，通'ii~' これらのデ-7はおびただ

しい数の雑誌の治文に型11れていて.ほしいデータがど

こにあるかを掠 LIJ.1 すのは太変な円%です@また咋に

してそのようなデータを見つけ H\ してもそれがどの松

!旦 WII できるむのであるかを見極めるのは必ずしむ在

易ではありません.組織的に収集されたデータをその

分野町叩 I
II

I家が評価し.選ひ :11 されたデータをまとめ

てデ-7パノクを作り 般の利用にf)1、することが望ま

しいのですが.ニの怖の地味な fl:4'は研究1.、制とは認

められないのが脱状ですから.すぐれた研究品はなか

なかやってはくれません.研究所内よ j なところには

ニれを呼 1
11

1 とする人のためのポストを設けたいもので

す.とかくこの傾向f.I: 'J>は l立本にくらべると H 本がお

くれていて. f~Jによって日本は諸外国で作ったデータ

ベースを利用するだけと言われる傾向があリますが.

H 本でも分野によっては泊先なデ-7i!';!Ii!Jが見りれま

す。川プラズ7附を中，し、lこ店、たちが lSi¥-ほと·'iii)にはじ

めた 11，0: (-衝突 l剥係のデータ収集活動は核融合分野では

諸外岡に先がけた ιのて luI い.if[，聞を受けてきました。

ニのようなデータ活動が H 本を合的J!(7 ジ 7~ti闘にど

のくりいあるかを調べ上げて欧米の研究指に i且に(OJ:っ

てもらいたいというのが、ノトM会議を聞くタス 7 グル

ープが 2 年前に発足したときの与えでした。オースト

ラリアを合的 10ヵ同かり20人余りが参加l し科|刊のデー

タ活動状況を百円しイトい句今後同協力的可能刊を採る 3

片的点都会議を楽しみにしています.

(たかゃなぎかずお)
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